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※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
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26日（日）＝１、３面

27日（月）＝夕刊２面

26日（日）＝総合面
今年は、日本と韓

国が国交を結んで60
周年になります。こ
の間、両国は対立と
協調を繰り返しなが
らも、「隣国」とし
て未来志向の関係を
結ぶために外交努力
を重ねてきました。

尹錫悦(ユンソン
ニョル)大統領の逮
捕で韓国内の政治が
混乱する中で、日韓
関係はどうなるので
しょうか。これまで
の歩みを振り返り、
課題を解説します。

お正月の昼間、お茶の間で驚いた人も少なくない
でしょう。３日の箱根駅伝の復路。レース終盤９区
の横浜駅前（横浜市）の給水地点に、白髪の紳士が
登場したのです。その正体は東京大大学院教授の八
田秀雄さん（65）＝写真＝です。選手と並走してめ
いっぱいに激励する姿にネット上は称賛の嵐となり
ました。話題の「給水おじさん」をたずねました。
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味ぽん誕生から６１年 担当者たちの苦悩とひらめき

高度成長にわき、東京五
輪が開かれた１９６４年。
今では国民的存在ともいえ
る調味料「味ぽん」＝写真
＝が生まれました。
67年から全国販売を始め

ましたが、すぐに壁にぶつ
かります。西日本では水炊
きなどでポン酢しょうゆに
具材をつけて食べる文化が
根付いていましたが、東日
本では鍋料理の汁に味がつ
いているのが一般的。東

京・築地の場外市場でPRし
ますが反応は鈍いものでし
た。あきらめかけたころ、
味ぽんを使って実際にたべ
てもらう「実演」にトライ
しました。すると「うま
い」と好反応でした。次第
に売り上げを伸ばし、68年
にはテレビＣＭをスタート
させます。
時代は好景気で、カラー

テレビも普及、家庭の食卓
に味ぽんが並ぶようになり

ます。
70年代には売り上げが飛

躍的に増加します。でもさ
らなる「悩み」が社内を覆
います。というのは、鍋料
理が広く食される「冬」し
か売れなかったのです。
ちょっと「プロジェクト

Ｘ」のような物語で、新感
覚の「迫る」になります。
執筆は社会部中部グループ
の町田結子記者です。

箱根駅伝「給水おじさん」 どんな人？

日韓国交正常化６０年 ～どうなる日韓関係～


